
マテリアリティの特定

マテリアリティの特定プロセス

世界の人々の豊かな生活と地球環境の未来に貢献する

“ Global Kawasaki ”

川崎重工グループは、果たすべき社会的使命やブランド価値向上のため、共有すべき価値観、経営活
動の原則、構成員一人ひとりの日々の行動に求められる指針を盛り込み、グループ全体の羅針盤とし
て「カワサキグループ・ミッションステートメント」を制定しています。

グループミッション （社会に対する役割）

川崎重工グループは、広汎な領域における高度な総合技術力によって、地球環境との
調和を図りながら、豊かで美しい未来社会の形成に向けて、新たな価値を創造します。

　川崎重工では、多様化するステークホルダーからの期待・要望と事業環境の変化を踏まえ、当社グループの企業活動が社会に与える影
響を整理・認識し、重要課題（マテリアリティ）を特定しています。
　特定したマテリアリティ項目についてはGRIスタンダード※のマネジメントアプローチに基づき管理しており、KPIを設定し、進捗を定
期的にフォローしています。

事業を通じて創出する社会価値
マテリアリティ

抽出したマテリアリティ項目のマッピング

● ステークホルダーエンゲージメント
● リスクマネジメント
● 危機管理
● 政治的関与
● 研究開発
● 輸出管理
● 情報セキュリティ

● カスタマー・リレーションシップ・マネジメント
● 労働安全衛生
● ダイバーシティ
● 人財開発
● 循環型社会
● 自然共生社会
● 環境マネジメント
● 環境ブランドの向上
● 社会貢献活動
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マテリアリティの特定プロセスにつきましてはWebサイトをご覧ください。
https://www.khi.co.jp/sustainability/materiality/

WEB

●多様なお客様の要望にこたえる
●テクノロジーの頂点を目指す
●独自性・革新性を追求する

1. 高機能・高品質で安全な製品・サービスを世界の人々に提供する。
2. 社会的責任を認識し、地球・社会・地域・人々と共生する。
3. 労使の信頼を企業文化とし、グローバルに“人財”を育成･活用する。
4.  “選択と集中”、“質主量従”、“リスクマネジメント”を指針とし企業価値向上を図る。

1. グローバルで長期的な視点に立つ。
2. 困難な課題に挑戦する。
3. 目標の実現に向け、最善を尽くす。
4. 社会と人々から信頼される企業人となる。
5. 自主独立のプロフェッショナルとなる。
6. 誇りと喜びを共有する、カワサキのよきメンバーとなる。

カワサキバリュー （重きを置く価値：戦略・施策立案の立脚点）

グループ経営原則 （グループ経営の指針、 経営活動における原則）

グループ行動指針 （日々の業務遂行においてとるべき行動の指針）

カワサキグループ・ミッションステートメント 重要課題（マテリアリティ）

STEP
1

CSR課題の抽出・整理　DJSI、FTSE、MSCI※1、Sustainalyticsなどの国際的なSRI/ESG評価機関からの業界および当社グループへ
の調査項目やSASB※2、GRIなどの報告ガイドラインで求められる事項を分析し、外部アドバイザーの意見も取り入れながらCSR課
題を抽出・整理しました。

STEP
2

課題の影響度評価と優先順位付け　ステップ1で整理したCSR課題の各項目を「社会・ステークホルダーにとっての重要度」と「当社
グループにとっての重要度」の観点から社内評価し、順位を仮決定しました。
　さらに、「世界の人々の豊かな生活と地球環境の未来に貢献する“Global Kawasaki”」というグループミッションと、「中計2016」
で認識したグローバルな社会課題への対応として、「創出する社会価値」をまとめ、最重要に位置付けました。

STEP
3

外部有識者ヒアリングと重要課題項目の決定　社内で行った優先順位付けについて妥当性を確認するため、社外の有識者にヒアリ
ングを行い、いただいたコメントに基づいて、CSR課題の社会・ステークホルダーにとっての重要度を見直し、修正しました。（上記
マッピング参照）

STEP
4

計画立案とレビュー　特定した重要課題については、GRIスタンダードのマネジメントアプローチへの準拠を目指し、具体的な数値
目標を定め、着実な実行とフォローアップを通じて目標達成に向けてCSRを推進していきます。また、事業環境や社会からの期待の
変化に即したCSR活動とするべく、全社CSR委員会で定期的に重要課題などの見直しを行っていきます。

※1 DJSI、FTSE、MSCI : P61参照
※2 SASB : Sustainability Accounting Standards Board

事業活動を支える基盤
● 安心・安全・クリーン・ 
快適な輸送手段の提供
● クリーンエネルギーの創出
● 新興国を中心とした 
社会インフラの充実
● 自動化による高齢化・ 
労働力不足への対応

● 製品責任・安全
● コーポレート・ガバナンス
● コンプライアンス
● 腐敗防止
● サプライチェーンマネジメント
● 人財の確保と定着
● 低炭素社会（事業活動）
● ビジネスと人権

●低炭素社会 
　（製品貢献）

※ GRIスタンダード : Global Reporting Initiative Sustainability Reporting Standards
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